
2025年度

時 期 1年後期 単元 学科 教科名

法令教材

法令ＪＩＧＡＫＵ

総時限 13時限

必須時限 13時限

1．指導教員の実務経験 該当 非該当

自動車整備士として道路運送車両法に則った自動車整備の実務経験がある教員により自動車関係法規について指導する。

１．自動車の道路運送車両法に関わる項目を理解する。

２．国家２級試験法令問題を理解する。

１．自動車の道路運送車両法に関わる項目、内容を理解する。

２．国家２級試験法令分野の問題ができる。

・学科履修試験で評価する。学科履修試験は80分間で実施する。

　○×、選択肢、記述により100点満点で評価する

・合格点：60点以上

　80点以上：優　　　60点以上：良 (一級工学科70点以上)　　　60点未満：不可 (一級工学科70点未満)

・不合格の場合、再試験を受験し、60点以上で合格とみなす。（一級工学科70点以上）

　再試験合格の場合、得点に関わらず評価は「可」とする。

・再試験不合格の場合、学校長の権限により教科判定試験を実施し、合格とみなす場合がある。

第1号様式(1/2)

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

授業計画

自動車整備科、一級自動車工学科、

自動車整備・カーボディマスター科、

自動車整備・マスターメカニック科、

自動車整備・トータルマスター科

教科

担当

発行日
教科書等

持参品

科 目 自動車法規

自動車法規１S

2025年5月22日

難波　喜彦

５．準備学習

伊丹　秀明



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 第1章　総則　第1条（法律の目的）,第2条（定義）第３条（自動車の種別） 　 　　　 　 法令教材

第2章自動車の登録等,第4条（登録一般効力）,第７条（新規登録の申請）  

第11条（自動車登録番号標の封印等）,第15条（永久抹消登録）  法令ＪＩＧＡＫＵ

第16条（一時末梢登録）第19条（登録番号標の表示の義務第29条（車体番号等の打刻）  

第31条（打刻の塗まつ等の禁止）,第32条（職権による打刻等）  

第34条（臨時運行の許可）第４章　道路運送車両の点検及び整備,第47条（使用者の点検及び整備の義務） 

第47の2（日常点検整備）,第48条（定期点検整備）第49条（点検整備記録簿）  

第50条（整備管理者）第54条（整備命令等）第55条（自動車整備士の技能検定） 

第５章　道路運送車両の検査等　第５８条（自動車の検査及び自動車検査証） 

第58条の２（検査の実施の方法）,第59条（新規検査）,第61条（自動車検査証の有効期間） 

第63条（臨時検査）　第66条（自動車検査証の備付け等） 

第67条（自動車検査証の記載事項の変更　第69条（自動車検査証の返納等）  

第69条の２（解体等又は輸出に係る届出）　第70条（再交付） 

第70条（予備検査）　第6章　自動車の整備事業  

第77条（自動車分解整備事業の種類）　第78条（認証）　第79条（申請）   

第80条（認証基準）　第90条（自動車分解整備事業者の義務）  

第91条（分解整備記録簿）　第92条（改善命令）　第93条（事業の停止等）  

7 第94条の３（設備の維持等）　第94条の４（自動車検査員） 

第94条の５（保安基準適合証等）　第94条の６（指定整備記録簿）  

第94条の７（罰則の適用）　第95条（自動車整備振興会） 

第７章　雑則　第97条の３（検査対象外軽自動車の届出等） 

第97条の４（自動車重量税の不納付）　第99条の2（不正改造の禁止）   

自動車工学

・工学（熱、その他復習）自動車諸元

自動車工学

・水平距離復習、自動車総質量、空車質量

自動車工学

軸重、レッカー復習

自動車工学

・テスタ内部抵抗

13 期末試験
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第1号様式(2/2)

自動車整備科、一級自動車工学科、

自動車整備・カーボディマスター科、

自動車整備・マスターメカニック科、

自動車整備・トータルマスター科

2025年度 授業計画

主な授業内容

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

1年後期 学科 自動車法規１S


